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延
喜
神
祇
式
の
本
文
校
訂
に
つ
い
て

一
延
喜
式
の
本
文
研
究
と
神
祇
式

延
喜
式
の
本
文
研
究
は
、
近
時
の
小
倉
慈
司
氏
の
「『
延
喜
式
』
土
御
門
本
と
近

衛
本
と
の
検
討
」
お
よ
び
「『
延
喜
式
』
写
本
系
統
の
基
礎
的
研
究
︱
巻
五
を
中
心

に
」
の
両
論
文
に
よ
っ
て
新
た
な
段
階
に
進
ん
だ
（
（
（

。
氏
は
前
者
の
論
文
に
よ
っ
て
、

近
世
前
期
の
写
本
で
あ
る
土
御
門
本
〔
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
〕
と
近
衛
本
〔
京
都

大
学
附
属
図
書
館
蔵
〕
を
比
較
し
、
両
者
が
一
条
家
所
蔵
本
（
一
条
家
巻
子
本
で
は

な
い
）
を
親
本
と
し
、
相
互
に
兄
弟
関
係
に
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
。
こ
の
論
考
は
延

喜
式
巻
五
を
詳
細
に
比
較
す
る
内
容
で
あ
る
が
、
近
世
前
期
に
さ
か
の
ぼ
る
、
延
喜

式
全
巻
そ
ろ
っ
た
伝
本
が
き
わ
め
て
乏
し
い
状
況
の
な
か
で
は
、
各
巻
ご
と
の
比

較
検
証
が
各
写
本
の
性
格
を
理
解
す
る
上
に
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
も
示
さ
れ
た
。
た

だ
、
現
実
に
は
、
全
五
十
巻
を
視
野
に
入
れ
て
写
本
系
統
の
調
査
を
行
う
こ
と
は
容

易
で
な
く
、
各
写
本
に
見
ら
れ
る
書
き
入
れ
等
も
、
扱
い
が
難
し
い
場
合
が
少
な
く

な
い
。

そ
の
な
か
で
、
土
御
門
本
は
、
虎
尾
俊
哉
編
『
訳
注
日
本
史
料
延
喜
式
』
の
校
訂

底
本
に
使
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
写
本
と
し
て
の
優
位
性
は
ひ
と
ま
ず
明
ら
か
で

あ
ろ
う
。
全
五
十
巻
を
具
備
し
、
そ
れ
ら
の
書
写
年
代
が
ほ
ぼ
判
明
し
て
い
る
こ

と
、
田
島
公
氏
が
指
摘
さ
れ
た
、
一
条
家
所
蔵
本
と
の
親
縁
関
係
が
そ
の
理
由
で
あ

る
（
（
（

。
一
方
、
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
・
神
道
大
系
本
に
い
た
る
ま
で
の
活
字
本
延
喜

式
の
底
本
は
い
わ
ゆ
る
流
布
版
本
（
基
本
的
に
は
享
保
本
、以
下
「
版
本
」
と
す
る
）

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
本
文
の
由
来
が
概
し
て
不
明
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
延
喜
式
の
本

文
研
究
に
一
つ
の
難
点
と
な
っ
て
い
た
（
（
（

。

し
た
が
っ
て
、
今
後
の
延
喜
式
本
文
の
検
討
に
は
、
小
倉
氏
の
考
察
の
よ
う
に
、

古
写
本
が
部
分
的
に
し
か
残
存
し
な
い
点
を
念
頭
に
置
い
て
、
近
世
の
写
本
相
互
の

親
疎
関
係
を
逐
一
見
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
た
だ
し
、
そ
の
場
合
に
お
い
て

も
、
お
よ
そ
近
世
の
写
本
は
巻
十
三
を
含
め
て
す
べ
て
同
一
祖
本
か
ら
出
た
と
さ
れ

る
虎
尾
俊
哉
氏
の
指
摘
を
ど
の
よ
う
に
認
識
す
る
か
が
問
題
と
な
る
（
（
（

。
撰
上
あ
る
い

は
施
行
時
の
「
延
喜
式
」（
奏
覧
本
）
か
ら
現
在
に
残
さ
れ
た
写
本
に
至
る
過
程
は

明
確
で
は
な
い
が
、
近
世
の
諸
写
本
が
同
一
祖
本
か
ら
派
生
し
た
と
す
れ
ば
、
ま
ず

は
現
伝
本
に
見
ら
れ
る
異
同
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
と
予
測
さ
れ
る
。
そ
の
一
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方
で
、
九
条
家
本
等
の
古
写
本
と
の
関
係
も
見
過
ご
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
、

現
時
点
で
、
全
巻
そ
ろ
っ
た
古
写
本
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
近
世
前
期
の
写

本
は
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
と
く
に
書
写
の
系
譜
を
語
る
奥
書
に
は
注
意
が
必
要
で

あ
る
。
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
意
図
や
意
識
の
も
と
に
書
写
さ
れ
て
き
た
の
か
は
容

易
に
推
測
し
難
い
が
、
延
喜
式
と
い
う
典
籍
の
性
格
か
ら
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
面

か
ら
の
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
な
か
で
も
神
祇
式
は
、
巻
九
・
十

の
神
名
帳
を
は
じ
め
と
し
て
、
各
地
の
神
社
の
所
在
や
、
著
名
社
の
祭
儀
の
基
本
資

料
と
な
る
た
め
、
書
写
本
の
み
な
ら
ず
、
近
世
に
は
神
祇
式
版
本
の
流
通
も
見
ら
れ

た
。神

祇
式
の
み
の
版
本
と
し
て
寛
政
版
（
五
冊
本
）
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
寛
政
七
乙

卯
年
八
月  

求
版
再
校　

浪
華
書
肆　

心
斎
橋
筋　

河
内
屋
喜
兵
衛　

同
河
内
屋
宗

兵
衛　

同
唐
物
町
河
内
屋
太
助
」
と
奥
付
が
あ
り
、「
版
本
」
と
は
明
ら
か
に
版
面

が
異
な
る
（
（
（

。
た
だ
そ
の
本
文
は
「
版
本
」
に
依
拠
し
た
と
思
わ
れ
、
校
訂
上
と
く
に

注
目
す
べ
き
点
は
認
め
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
巻
四
大
神
宮
式
の
み
を
一
冊
で
取
り
上
げ
た
「
首
書
延
喜
太
神

宮
式
」
は
、
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
と
い
う
、
近
世
で
も
比
較
的
早
い
時
期
に

刊
行
さ
れ
て
お
り
、
簡
略
な
が
ら
頭
注
を
施
し
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
後
述

す
る
よ
う
に
、
著
者
の
度
会
延
経
は
伊
勢
神
宮
の
下
級
神
職
の
一
人
で
あ
っ
た
が
、

中
世
度
会
神
道
の
学
問
の
系
譜
を
引
く
人
物
で
あ
っ
た
。
伊
勢
の
神
職
に
と
っ
て
大

神
宮
式
は
、
延
暦
の
儀
式
帳
な
ど
と
並
ん
で
現
実
の
神
宮
祭
儀
を
理
解
す
る
う
え
で

重
要
な
文
献
で
あ
り
、
内
宮
と
外
宮
の
神
職
層
が
、
や
や
も
す
れ
ば
対
立
し
が
ち
な

な
か
で
、
自
ら
の
立
場
を
考
え
る
際
に
も
参
照
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
度
会
延
経
に
し

て
も
、
た
ん
に
古
来
の
典
籍
を
尊
重
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
よ
う
な
実
際
上
の
必

要
性
を
認
識
し
て
い
た
た
め
に
、
巻
四
を
取
り
上
げ
て
注
釈
を
試
み
た
の
で
あ
ろ

う
。さ

て
、
そ
の
際
、
延
経
の
手
元
に
は
い
か
な
る
「
延
喜
式
」
が
存
在
し
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
次
節
で
取
り
上
げ
る
よ
う
に
、
中
世
の
伊
勢
神
道
書
に
は
延
喜
式
（
神
祇

式
）
が
引
用
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
時
点
で
少
な
く
と
も
神
祇
式
は
、
伊
勢

の
地
に
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
延
喜
式
の
書
写
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
そ

の
伝
来
・
受
容
と
い
う
一
面
を
有
し
て
お
り
、
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
の
延
喜
式

全
五
十
巻
の
刊
行
は
、
標
準
テ
キ
ス
ト
の
普
及
を
意
味
し
て
い
た
。
そ
れ
以
前
に
、

土
御
門
本
等
の
書
写
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
現
在
知
ら
れ
る
限
り
、
慶
安
以
前
の

近
世
写
本
、
そ
れ
も
多
く
の
巻
を
具
備
す
る
も
の
は
、
き
わ
め
て
限
ら
れ
て
い
る
。

い
っ
た
ん
全
巻
を
備
え
た
版
本
が
世
に
行
わ
れ
る
と
、
部
分
的
に
残
さ
れ
て
い
た
写

本
等
と
の
校
合
が
な
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
と
と
も
に
、
神
祇
式
の
よ
う
に
祭
祀
に
関

す
る
具
体
的
な
デ
ー
タ
が
集
成
さ
れ
て
い
る
と
、
た
と
え
祭
儀
の
「
現
状
」
が
大
き

く
変
化
し
て
い
た
と
し
て
も
、
祭
儀
の
由
来
を
知
る
た
め
に
、
そ
れ
ら
式
条
文
を
検

証
的
に
読
む
こ
と
も
生
じ
る
。
延
喜
式
を
参
照
す
る
と
い
っ
て
も
、
こ
の
よ
う
に
神

祇
職
に
関
わ
る
立
場
か
ら
の
検
討
も
あ
れ
ば
、
た
ん
に
他
の
書
物
に
引
用
さ
れ
る
条

文
と
の
比
較
照
合
の
場
合
も
あ
る
（
（
（

。
な
か
で
も
神
祇
式
は
、
神
社
祭
祀
と
直
接
関
係

す
る
た
め
、
着
目
さ
れ
る
例
は
少
な
く
な
い
。
以
下
に
取
り
上
げ
る
伊
勢
（
度
会
）

神
道
関
係
の
著
述
が
成
立
す
る
際
に
は
、
大
神
宮
式
を
は
じ
め
と
す
る
神
祇
式
が
参

照
さ
れ
て
当
然
で
あ
り
、
延
喜
式
以
前
の
貞
観
式
の
引
用
も
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
が

中
世
の
伊
勢
に
伝
存
し
て
い
た
「
式
」
で
あ
れ
ば
、
間
接
的
に
で
は
あ
る
が
、
式
本

文
の
検
証
に
も
役
立
つ
と
思
わ
れ
る
。

二
伊
勢
神
道
書
に
お
け
る
式
の
引
用

は
じ
め
に
延
喜
式
巻
四
大
神
宮
式
の
概
略
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

伊
勢
神
宮
の
祭
儀
や
祭
祀
担
当
者
に
関
し
て
は
、
延
暦
二
十
三
年
（
八
〇
四
）
に

神
宮
側
か
ら
撰
進
さ
れ
た
解
文
（
儀
式
帳
）
に
詳
細
に
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
期

の
神
宮
の
実
情
を
知
る
基
本
的
な
史
料
と
な
る
。
延
喜
大
神
宮
式
は
、
こ
れ
ら
両
宮

の
儀
式
帳
を
参
考
資
料
と
し
て
編
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
（
（

。
そ
れ
は
、
弘
仁

十
一
年
四
月
に
撰
上
さ
れ
た
弘
仁
式
巻
三
大
神
宮
式
（
巻
次
は
本
朝
法
家
文
書
目
録

に
よ
る
）
か
ら
、
貞
観
式
を
経
て
延
喜
大
神
宮
式
に
到
達
す
る
。
そ
の
間
の
変
更
や

32
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増
補
は
当
然
考
え
ら
れ
る
が
、
延
喜
式
編
纂
メ
ン
バ
ー
に
神
祇
伯
大
中
臣
安
則
が
加

わ
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
（
（
（

、
神
祇
関
係
の
条
文
は
と
く
に
整
備
が
図
ら
れ
た
と
推

測
さ
れ
る
。

そ
の
構
成
を
一
覧
す
る
と
、
第
1
条
か
ら
5
条
は
大
神
宮
の
神
座
と
職
員
、
第
6

条
か
ら
17
条
は
年
中
恒
例
の
祭
事
及
び
祭
料
の
規
定
、
第
18
条
か
ら
32
条
は
遷
宮
関

係
の
規
定
、
第
33
条
か
ら
最
後
の
69
条
は
、
職
員
構
成
と
待
遇
、
斎
内
親
王
、
奉
幣

使
の
関
連
規
定
、
各
種
財
源
、
財
政
等
の
規
定
が
列
挙
さ
れ
、
大
神
宮
式
の
「
雑
式
」

に
相
当
す
る
部
分
が
含
ま
れ
る
（
（
（

。

そ
こ
に
は
、
伊
勢
大
神
宮
の
組
織
に
対
す
る
中
央
政
府
側
の
把
握
が
示
さ
れ
る
と

同
時
に
、
遷
宮
時
の
数
々
の
神
宝
等
も
列
挙
さ
れ
る
。
そ
の
準
備
は
中
央
政
府
の
役

割
で
あ
っ
た
か
ら
こ
の
こ
と
は
い
わ
ば
当
然
で
あ
る
が
、
神
宮
に
対
し
て
も
、
こ

れ
ら
式
条
文
が
ま
さ
に
規
範
と
し
て
機
能
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
も
祭
料
の
物

品
・
数
量
に
関
す
る
記
載
が
多
く
、
き
わ
め
て
具
体
的
な
祭
儀
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
で

あ
っ
た
。
延
喜
式
制
を
前
提
と
す
る
か
ぎ
り
、「
式
」
は
伊
勢
神
宮
の
側
に
も
な
く

て
は
な
ら
ず
、
伊
勢
に
お
い
て
そ
の
伝
存
は
十
分
に
予
測
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
中
世
に
お
い
て
神
道
書
が
多
く
誕
生
す
る
局
面
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に

「
式
」
が
参
照
さ
れ
て
い
た
の
か
を
、
そ
の
一
端
で
は
あ
る
が
以
下
に
見
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
豊
受
大
神
宮
禰
宜
で
あ
っ
た
度
会
常
忠
が
一
三
世
紀
末
に
著
し
た
と
さ
れ

る
古
老
口
実
伝
に
は
、
延
喜
式
を
参
照
し
て
い
る
形
跡
が
認
め
ら
れ
る
（
（1
（

。

ア　
「
一
帯
兵
具
事
、
可
存
式
条
也
」〔
二
五
三
頁
〕

イ　
「
式
云
、
凡
祈
年
・
賀
茂
・
月
次
・
神
嘗
等
祭
前
後
散
斎
之
日
、
僧
尼
及
重　

服
奪
情
従
公
之
輩
、
不
得
参
入
内
裏
、
雖
軽
服
人
致
斎
前
散
斎
之
日
、
不
得
参

入
、
自
余
諸
祭
斎
日
、
皆
同
此
例
」〔
同
〕

ウ　
「
一
正
員
禰
宜
、
…
不
可
食
宍
之
由
、
格
式
文
分
明
也
」〔
二
五
六
頁
〕

エ　
「
一
斎
宮
院
内
禁
制
如
式
文
、
…
六
色
禁
忌
、
内
外
七
言　

如
式
条
也
」　

〔
二
六
三
頁
〕

こ
の
う
ち
ア
は
、
大
神
宮
式
62
兵
仗
禁
止
条
「
凡
二
所
大
神
宮
内
、
不
得
帯
兵
仗
参

入
」
に
該
当
し
、
ウ
に
関
係
す
る
規
定
と
し
て
臨
時
祭
式
49
触
穢
応
忌
条
が
挙
げ
ら

れ
、
エ
は
斎
宮
式
5
忌
詞
条
等
に
該
当
す
る
。

興
味
深
い
の
は
イ
で
あ
る
。
こ
れ
は
次
の
臨
時
祭
式
52
致
散
斎
条
に
当
た
る
。

A　

凡
祈
年
・
賀
茂
・
月
次
・
神
嘗
・
新
嘗
等
祭
前
後
散
斎
之
日
、
僧
尼
及
重　
　

服
奪
情
従
公
之
輩
、
不
得
参
入
内
裏
、
雖
軽
服
人
致
斎
幷
前
散
斎
之
日
、
不
得

参
入
、
自
余
諸
祭
斎
日
、
皆
同
此
例
〔
集
英
社
本
〕

イ
と
A
を
比
較
す
る
と
「
幷
」
の
有
無
と
い
う
相
違
が
あ
る
。

こ
の
傍
線
部
分
に
つ
き
、
以
下
に
該
当
箇
所
の
写
本
、「
版
本
」、
活
字
本
及
び
式

逸
文
の
記
載
を
掲
出
す
る
。

　
慶
長
本　

	

　
　
「
致
斎
前
散
斎
」

土
御
門
本　

	

　
　
「
致
斎
前
散
斎
」

「
版
本
」　　

	

　
　
「
致
斎
並
散
斎
」

寛
政
七
年
版
本　
　
　
「
致
斎
並
散
斎
」

雲
州
本
〔
文
政
十
一
年
、
一
八
〇
八
刊
〕　　
　
　
　

  「
致
斎
並
散
斎
」

旧
輯
国
史
大
系
本
〔
明
治
三
十
四
年
、
一
九
〇
一
刊
〕  「
致
斎
並
散
斎
」

古
典
全
集
本
〔
昭
和
二
年
、
一
九
二
七
刊
〕　　

        「
致
斎
並
散
斎
」

皇
学
叢
書
本
〔
昭
和
二
年
、
一
九
二
七
刊
〕　　

        「
致
斎
並
散
斎
」

皇
典
講
究
所
本
〔
昭
和
六
年
、
一
九
三
一
刊
〕　        「
致
斎
並
散
斎
」

新
訂
増
補
国
史
大
系
本
〔
昭
和
十
二
年
、
一
九
三
七
刊
〕「
致
斎
幷
散
斎
」

神
道
大
系
本
〔
平
成
三
年
、
一
九
九
一
刊
〕　　

        「
致
斎
幷
散
斎
」

以
上
か
ら
す
れ
ば
集
英
社
本
は
、
底
本
で
あ
る
土
御
門
本
に
拠
り
な
が
ら
、
後

掲
②
の
貞
観
式
逸
文
を
考
慮
し
、
結
果
的
に
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
の
用
字
「
幷
」

33



国立歴史民俗博物館研究報告
第 218 集   2019 年 12 月

を
排
除
し
な
い
校
訂
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
点
で
問
題
と
な
る
の
は
、「
致
斎
前
散
斎
」
な
の
か
「
致
斎
並
散
斎
」
な
の

か
と
い
う
点
で
あ
る
が
、
両
者
は
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
お
い
て
相
違
が
生
じ
る
。
散

斎
は
、
大
祀
中
祀
小
祀
そ
れ
ぞ
れ
に
、
一
月
・
三
日
・
一
日
と
日
限
を
設
け
て
お

り
〔
養
老
神
祇
令
12
月
斎
条
〕、
例
え
ば
中
祀
の
場
合
は
、
致
斎
前
後
に
散
斎
が
一
日

ず
つ
設
け
ら
れ
て
い
る
。「
致
斎
前
」
で
あ
る
な
ら
ば
そ
の
意
味
は
明
ら
か
で
あ
る

が
、「
致
斎
並
散
斎
」
で
あ
る
と
致
斎
は
散
斎
に
含
ま
れ
る
の
で
、
実
質
的
に
は
散

斎
の
期
間
に
等
し
く
、
同
じ
軽
服
に
お
い
て
致
斎
と
散
斎
を
並
べ
る
記
載
は
不
自
然

と
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
こ
と
は
、
以
下
に
引
用
す
る
、
本
条
文
の
成
立
過
程
を
示

唆
す
る
史
料
か
ら
、
よ
り
明
ら
か
と
な
ろ
う
（
（1
（

。

①

小
野
宮
年
中
行
事
（
雑
穢
事
）所
引
前
後
神
祇
式
「
一
、
六
月
十
二
月
月
次
、

十
一
月
新
嘗
祭
前
後
散
斎
之
日
、
僧
尼
及
重
服
奪
情
従
公
之
輩
、
不
得
参
入
内

裏
、
雖
軽
服
人
、
致
斎
之
前
散
斎
之
日
、
不
得
参
入
、
自
余
諸
祭
日
、
皆
同
此

例
」〔
新
校
群
書
類
従
本
に
よ
る
〕

②

年
中
行
事
秘
抄
（
大
中
小
祀
）「
貞
観
神
祇
式
云
、
凡
六
月
十
二
月
月
次
、

十
一
月
新
嘗
等
祭
、
前
後
散
斎
之
日
、
僧
尼
及
重
服
奪
情
従
公
之
輩
、
不
得
参

入
内
裏
、
雖
軽
服
人
、
致
斎
幷
散
斎
之
日
、
不
得
参
入
」〔
新
校
群
書
類
従
本
に

よ
る
〕

③

九
条
年
中
行
事
（
雑
穢
事
）
「
一
、
六
月
十
二
月
月
次
、
十
一
月
新
嘗
祭
斎

之
日
、
僧
尼
并
重
服
軽
服
者
、
並
不
参
内
裏
、
…
凡
僧
尼
及
重
服
之
人
、
六
月

十
一
月
十
二
月
神
事
之
前
、
不
可
参
内
裏
、
其
余
祭
唯
可
忌
散
斎
之
日
、
又
軽

服
者
、
雖
満
暇
日
而
服
未
闋
者
、
散
斎
之
日
、
不
得
触
預
神
事
及
参
入
内
裏
」

〔
新
校
群
書
類
従
本
に
よ
る
〕

④

北
山
抄
巻
第
四
、
拾
遺
雑
抄
下
（
雑
穢
事
）「
一
、
六
月
十
二
月
々
次
、

十
一
月
新
嘗
祭
、
前
後
散
斎
之
日
、
僧
尼
重
服
奪
情
従
公
之
輩
、
不
得
参
入
内

裏
、雖
軽
服
人
、致
斎
之
前
散
斎
之
日
、不
得
参
入
、余
諸
祭
皆
同
此
例
或
記
云
、

六
月
十
一
月
十
二
月
神
事
之
前
、
僧
尼
及
重
服
之
人
不
可
参
内
、
其
余
祭
唯
忌

散
斎
之
日
云
々
、
近
代
行
事
大
略
如
之
、
此
事
大
違
法
式
、
仍
検
之
、
撰
貞
観

式
之
日
、
神
祇
官
所
進
勘
文
如
此
、
以
彼
太
神
宮
禰
宜
内
人
例
所
申
也
、
然
而

雖
事
非
理
、
不
改
其
式
、
若
就
彼
勘
文
所
記
歟
、
仍
尋
旧
例
、
神
今
食
斎
日
以

前
雖
無
幾
日
重
服
人
皆
参
入
」〔
神
道
大
系
本
に
よ
る
〕

⑤　

政
事
要
略
巻
第
六
十
一
糾
弾
雑
事
（
検
非
違
使
）「
…
或
年
中
行
事
記
云
、

凡
僧
尼
及
重
服
之
人
、
六
月
十
一
月
十
二
月
神
事
之
前
不
可
参
内
裏
、
其
余
祭

唯
可
忌
散
斎
之
日
、
又
軽
服
者
、
雖
満
假
日
、
而
服
未
闋
者
、
散
斎
之
内
、
不

得
触
預
神
事
及
参
入
内
裏
者
、
是
九
条
右
相
府
所
被
記
云
々
、
若
依
神
祇
官
貞

観
八
年
勘
申
状
所
記
歟
、
祭
月
諸
祭
以
前
不
行
庁
政
之
事
、
疑
偏
就
此
説
、
放

上
件
神
事
歟
、
撰
式
之
日
一
定
已
了
、
仍
先
例
亦
忌
斎
日
不
避
祭
月
乎
」〔
新

訂
増
補
国
史
大
系
本
に
よ
る
〕

右
の
史
料
の
な
か
に
、
六
月
十
二
月
の
月
次
祭
、
十
一
月
の
新
嘗
祭
に
あ
た
っ
て

は
、
そ
の
月
初
め
か
ら
僧
尼
重
服
人
の
内
裏
参
入
が
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
「
或

記
」「
或
年
中
行
事
記
」（
九
条
年
中
行
事
）
の
記
載
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
式
条
文
に

見
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
は
異
な
る
。
北
山
抄
「
或
記
」
に
、
こ
れ
は
貞
観
式
を
撰
定
す

る
際
に
大
神
宮
禰
宜
ら
の
言
い
分
を
受
け
た
神
祇
官
か
ら
の
勘
文
に
よ
っ
た
も
の
か

と
し
、
六
月
十
一
月
十
二
月
の
祭
の
月
で
あ
っ
て
も
、
斎
日
を
避
け
さ
え
す
れ
ば
重

服
人
で
あ
っ
て
も
参
内
が
可
能
で
あ
る
と
の
解
釈
が
導
き
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
再
度
問
題
と
し
た
い
の
は
、
A
（
延
喜
臨
時
祭
式
62
条
）
後
半
部
分
「
幷

前
」
で
あ
る
。
①
④
に
お
い
て
「
致
斎
之
前
散
斎
」
と
あ
る
こ
と
、
も
し
致
斎
を

含
む
散
斎
を
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
③
に
あ
る
よ
う
に
「
散
斎
之
日
」
と
す
る
の
が
自

然
で
あ
る
こ
と
、
③
⑤
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
神
事
の
前
と
い
う
期
間
が
重
視
さ

れ
て
い
た
こ
と
、
以
上
か
ら
臨
時
祭
式
62
条
の
後
半
該
当
部
は
「
致
斎
前
」
と
す
る

慶
長
写
本
、
土
御
門
本
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
A
に
お
い
て
「
幷
前
」
と
す
る
の
は
、

結
果
的
に
は
「
前
散
斎
」
の
意
味
と
変
わ
ら
な
い
と
は
い
え
、
②
の
貞
観
式
逸
文
に
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配
慮
し
つ
つ
、
底
本
に
見
ら
れ
な
い
「
幷
」
を
残
し
た
た
め
、
い
さ
さ
か
中
途
半
端

な
校
訂
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
先
の
古
老
口
実
伝
の
イ
に
立
ち
返
る
と
、
基
本
的
に
こ
の
個
所
の
式
引
用

が
妥
当
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
（
（1
（

。
ち
な
み
に
皇
典
講
究
所
本
延
喜
式
の
該
当
条
校
注

に
は
「
並
、
条
本
藤
本
条
一
本
塙
本
作
前
」
と
あ
り
、
現
在
は
失
わ
れ
た
一
条
家
本

に
お
い
て
も
「
致
斎
前
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

さ
ら
に
こ
こ
で
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
こ
の
個
所
で
「
並
」
お
よ
び
「
前
」
と
い

う
二
種
に
、「
版
本
」
お
よ
び
写
本
の
文
字
が
分
か
れ
る
事
実
で
あ
る
。
古
写
本
で

あ
る
九
条
本
に
は
巻
三
が
含
ま
れ
ず
、
ま
た
②
の
貞
観
式
逸
文
に
「
幷
」
が
見
ら
れ

る
事
実
は
留
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
慶
長
写
本
・
土
御
門
本
に
「
前
」
と
あ

る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、「
並
」
は
「
版
本
」
の
用
字
で
あ
っ
て
、
そ
れ
も
「
前
」
を

「
並
」
と
誤
読
（
誤
刻
）
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

以
上
、
中
世
の
伊
勢
神
宮
周
辺
に
お
い
て
成
立
し
た
神
道
書
か
ら
、
さ
さ
や
か
で

は
あ
る
が
一
つ
の
事
例
を
取
り
出
し
た
。
先
に
引
用
し
た
古
老
口
実
伝
に
見
ら
れ
た

よ
う
に
、
じ
っ
さ
い
に
延
喜
式
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
そ
の
本
文
は
本
文
校
訂

に
資
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

式
の
引
用
と
し
て
以
下
の
皇
字
沙
汰
文
の
例
も
挙
げ
ら
れ
る
。

皇
字
沙
汰
文
は
、
永
仁
四
年
（
一
二
九
六
）
か
ら
五
年
に
か
け
て
の
、
豊
受
太
神

宮
に
「
皇
」
が
付
さ
れ
る
否
か
に
関
す
る
内
外
両
宮
・
大
宮
司
等
の
書
状
が
集
め
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
延
暦
儀
式
帳
を
は
じ
め
、
神
宮
関
係
の
文
書
、
典
籍
が
し
ば

し
ば
引
用
さ
れ
る
。

①　

皇
字
沙
汰
文

ア　

永
仁
四
年
二
月
二
十
三
日
荒
木
田
則
貞
注
進
「
如
延
喜
神
祇
式
者
、
太
神
宮

廿
年
一
度
、
造
替
正
殿
…
」〔
大
神
宮
式
18
遷
宮
条
の
引
用
〕

イ　

永
仁
四
年
四
月
十
二
日
度
会
則
彦
注
進
「
彼
延
喜
神
祇
式
祝
詞
云
、
度
会
乃

…
」〔
祝
詞
式
19
豊
受
祈
年
月
次
祭
条
の
引
用
〕

ウ　

永
仁
五
年
四
月
二
十
一
日
大
神
宮
司
解
「
貞
観
式
巻
第
三　

神
祇
三
称
、　

伊
勢
太
神
宮　

太
神
宮
三
座
〈
在
度
会
郡
宇
治
五
十
鈴
河
上
〉
天
照
太
神
一
座　

相
殿
神
二
座　

自
余
略
之
…
延
喜
式
巻
第
四
称　

神
祇
官
〔
四
・
傍
書
〕
伊

勢
太
神
宮
太
神
宮
三
座
…
」〔
大
神
宮
式
1
大
神
宮
条
に
該
当
〕

ウ
の
皇
字
沙
汰
文
所
引
貞
観
式
は
、
は
た
し
て
貞
観
式
そ
の
も
の
か
ら
の
引
用
か

ど
う
か
と
い
う
点
で
問
題
が
残
る
が
（
（1
（

、
式
引
用
の
姿
勢
と
し
て
は
、
大
神
宮
式
と
祝

詞
式
の
関
連
条
文
を
、
延
暦
の
儀
式
帳
、
古
語
拾
遺
、
宣
命
等
と
と
も
に
取
り
上
げ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
、
度
会
家
行
が
元
応
二
年
（
一
三
二
〇
）
に
、
諸
書
を
引
用
し
な
が
ら
伊
勢

神
道
論
を
集
成
し
た
類
聚
神
祇
本
源
を
見
て
み
る
と
、

②　

類
聚
神
祇
本
源

ア　

内
宮
別
宮
篇
「
神
祇
式
曰
、
荒
祭
宮
一
座〈
太
神
荒
魂
、
去
太
神
宮
北
廿
条
〉

祈
年
・
月
次
・
神
嘗
…
」〔
大
神
宮
式
1
大
神
宮
条
の
引
用
〕

イ

外
宮
別
宮
篇
「
神
祇
式
曰
、
度
会
宮
所
摂
十
六
座　

月
夜
見
社　

草
名
伎
社

…
」〔
大
神
宮
式
5
諸
社
条
の
引
用
〕

な
ど
と
あ
る
。

以
上
か
ら
す
れ
ば
、
神
祇
式
以
外
の
伝
存
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
伊
勢
神
宮
神
職

に
と
っ
て
は
、
延
喜
神
祇
式
は
規
範
の
一
つ
と
し
て
、
随
時
参
照
す
べ
き
も
の
と
見

な
さ
れ
て
い
た
と
判
断
で
き
よ
う
。

三
「
首
書
延
喜
大
神
宮
式
」
の
校
訂

伊
勢
に
お
け
る
延
喜
式
の
テ
キ
ス
ト
は
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
周

知
の
よ
う
に
、
十
七
世
紀
後
半
の
伊
勢
の
学
問
を
代
表
す
る
人
物
は
、
度
会（
出
口
）
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延
佳
で
あ
る
。
延
佳
の
著
作
に
お
い
て
延
喜
式
の
引
用
は
ど
う
な
さ
れ
て
い
る
か

と
い
う
と
、
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
刊
行
の
「
陽
復
記
」
に
は
確
実
な
式
の
引

用
が
見
ら
れ
な
い
が
（
延
佳
没
後
に
刊
行
さ
れ
た
「
首
書
改
正
陽
復
記
」
の
頭
注

の
部
分
に
は
式
の
引
用
が
あ
る
）、「
豊
受
太
神
宮
祠
官
賞
爵
沙
汰
文
」
承
応
三
年

（
一
六
五
四
）
四
月
十
九
日
勘
申
に
は
、
大
内
人
の
叙
位
の
例
と
し
て
、「
延
喜
太
神

宮
式
」
か
ら
「
凡
祢
宜
・
内
人
・
神
郡
祝
等
恩
詔
位
記
者
、
式
部
省
依
数
送
於
神
祇

官
、
官
則
付
四
度
祭
使
下
之
」
が
引
用
さ
れ
て
い
る
（
（1
（

。
こ
れ
は
大
神
宮
式
64
禰
宜
位

記
条
に
該
当
す
る
。

こ
の
時
点
で
延
喜
大
神
宮
式
が
延
佳
の
手
元
に
あ
っ
た
こ
と
は
ま
ず
疑
い
な
い

が
、
こ
の
式
は
い
か
な
る
経
緯
を
有
す
る
伝
本
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
点

で
注
目
し
た
い
の
が
、
延
佳
の
子
、
延
経
の
著
作
で
あ
る
「
首
書
延
喜
大
神
宮
式
」

（
以
下
、
延
経
刊
本
と
す
る
）
で
あ
る
。
度
会
延
経
は
、
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）

に
生
ま
れ
、
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
に
没
し
て
い
る
。
父
で
あ
る
延
佳
は
、

六
十
四
歳
の
時
、「
鼇
頭
旧
事
紀
」
を
刊
行
（
延
宝
六
、
一
六
七
八
）、
七
十
三
歳
の

時
に
は
「
鼇
頭
古
事
記
」
を
刊
行
し
て
お
り
（
貞
享
四
、
一
六
八
七
）、
晩
年
に
お

い
て
は
古
典
注
釈
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
延
経
の
大
神
宮
式
注
釈
も
こ
の

よ
う
な
父
の
姿
勢
を
受
け
継
い
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
延
経
刊
本
の
注
記
（
首

書
）
に
は
、
四
時
祭
式
を
は
じ
め
、
左
右
馬
寮
式
・
木
工
寮
式
・
内
蔵
式
・
民
部
式

等
が
引
か
れ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
延
喜
式
全
巻
を
参
照
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ

れ
は
「
版
本
」（
慶
安
本
）
で
あ
ろ
う
。

延
経
刊
本
を
一
見
す
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
の
版
面
は
「
版
本
」
に
き
わ
め

て
近
似
す
る
。
丁
表
裏
各
十
七
字
八
行
の
形
式
が
同
じ
で
あ
り
、
版
心
に
違
い
が

あ
っ
て
も
匡
郭
の
設
け
方
に
違
い
は
な
い
。
つ
ま
り
「
版
本
」
の
版
面
を
そ
の
ま
ま

利
用
し
て
、
匡
郭
上
の
各
所
に
注
記
（
首
書
）
を
入
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
と
き
に

匡
郭
横
に
ま
で
及
ぶ
）。
そ
の
多
く
は
、
儀
式
帳
、
倭
姫
世
紀
、
神
宮
雑
例
集
等
の

引
用
で
あ
る
が
、本
文
（
す
な
わ
ち
「
版
本
」）
に
校
訂
を
施
す
場
合
も
少
な
く
な
い
。

次
に
い
く
つ
か
指
摘
す
る
。

①

第
1
大
神
宮
条　
「
禰
宜
一
人
〈
従
七
位
官
〉」　

「
版
本
」
に
は
「
従
六
位
」
と
し
傍
注
に
七
と
す
る
。
延
経
刊
本
は
六
を
□
で

囲
み
、
七
を
傍
記
し
、
頭
注
に
臨
時
祭
式
95
条
、
及
び
続
日
本
紀
神
護
景
雲
二

年
四
月
辛
丑
条
を
引
く
。
一
条
家
本
・
土
御
門
本
は
い
ず
れ
も
「
七
位
」
と
す

る
（
九
条
家
本
は
こ
の
部
分
が
損
傷
し
て
お
り
判
読
不
能
）。

②

第
22
鎮
地
祭
条　
「（
度
会
宮
所
摂
宮
地
鎮
料
）
…
陶
器
・
土
器
各
十
口
」

「
版
本
」
に
は「
陶
器
各
十
口
」と
し
「
土
器
」
を
欠
く
。
九
条
家
本
・
一
条
家

本
に
は
「
土
器
」
が
入
る
。
延
経
刊
本
は
首
書
校
訂
し
「
土
器
」
を
傍
記
す
る
。

土
御
門
本
は
「
土
器
」
を
欠
く
。

③

第
24
造
備
雑
物
条　
「
大
神
宮
船
代
三
具
〈
…
二
具
相
殿
神
料
、
各
長
七
尺　
　
　
　
　

六
寸
、
内
七
尺
六
分
、
広
一
尺
五
寸
、
内
一
尺
五
分
、
高
一
尺
七
寸
」

「
版
本
」
は
「
内
深
一
尺
五
分
」
と
す
る
。
土
御
門
本
・
一
条
家
本
・
九
条
家

本
と
も
共
通
す
る
。
延
経
刊
本
は
「
深
」
を
衍
字
と
し
て
削
除
す
る
。

④

第
26
調
度
条　
「
〈
釘
四
十
隻
長
各
一
寸
、
頭
径
一
分
半
〉」

こ
の
「
一
分
半
」
に
続
け
て
「
版
本
」・
一
条
家
本
・
土
御
門
本
に
は
「
径
一

寸
半
」
と
あ
る
が
、
延
経
刊
本
は
衍
字
と
頭
書
す
る
。
九
条
家
本
に
は
見
ら
れ

な
い
。

⑤

同
条　
「
高
欄
上
座
玉
十
八
枚
〈
赤
四
、
白
三
、
青
三
、
黄
四
、
黒
四
、
玉

高
三
寸
七
分
〉」

「
版
本
」
は
「
黒
四
」
及
び
「
各
」
が
な
い
。
九
条
家
本
・
一
条
家
本
・
土
御

門
本
の
い
ず
れ
も
同
じ
く
見
ら
れ
な
い
。
延
経
刊
本
は
「
黄
四
之
下
、
脱
黒

四
二
字
」
と
す
る
。

⑥

第
27
神
宝
条　
「
須
我
流
横
刀
一
柄
〈
柄
長
六
寸
、
鞘
長
三
尺
、
其
鞘
以
金

銀
泥
畫
之
、
鞘
以
鴇
羽
纏
之
〉（
中
略
）
著
紫
組
長
六
尺
、
袋
一
口
〈
表
大
暈

繝
錦
、
裏
緋
綾
帛
、
各
長
七
尺
〉」

「
版
本
」
は
こ
の
部
分
が
重
複
し
て
お
り
、
早
く
に
雲
州
本
に
お
い
て
も
削
除

36



［延喜神祇式の本文校訂について］……早川万年

さ
れ
、
近
代
の
校
訂
本
も
旧
輯
国
史
大
系
本
、
皇
典
講
究
所
本
、
新
訂
増
補
国

史
大
系
本
、
神
道
大
系
本
等
す
べ
て
そ
れ
に
倣
っ
て
い
る
。
一
条
家
本
・
土
御

門
本
と
も
に
重
複
が
あ
る
が
九
条
家
本
に
は
見
ら
れ
な
い
。

延
経
刊
本
は
「
版
本
」
の
記
述
を
示
し
た
う
え
で
、
改
訂
部
分
を
□
で
囲
み
、
首

書
す
る
形
式
を
と
り
、
根
拠
と
す
る
史
料
が
あ
る
場
合
は
注
記
を
す
る
。
そ
れ
を
踏

ま
え
て
右
の
改
訂
に
つ
い
て
個
別
に
検
討
す
る
と
、
①
は
雲
州
本
以
降
、「
七
位
」

と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
延
経
刊
本
の
校
訂
が
と
り
あ
え
ず
妥
当
で
あ
る
。
結
果
的

に
は
一
条
家
本
の
記
載
に
拠
る
こ
と
に
な
る
（
（1
（

。
②
は
当
然
な
が
ら
延
経
の
指
摘
が
妥

当
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
古
写
本
と
も
一
致
す
る
。
こ
の
場
合
は
、
土
御
門
本
が
「
版

本
」と
共
通
す
る
一
例
と
な
る
。
③
は
延
経
刊
本
の
改
訂
が
正
し
く
、
誤
り
は
写
本
・

「
版
本
」
で
あ
る
。
④
は
九
条
家
本
が
正
し
く
、
誤
記
は
一
条
家
本
・
土
御
門
本
・

「
版
本
」
に
共
通
す
る
。
延
経
刊
本
の
注
記
が
妥
当
で
あ
る
。
⑤
は
旧
輯
国
史
大
系

本
の
頭
注
で
は
じ
め
て
指
摘
さ
れ
、
皇
学
叢
書
本
が
こ
れ
に
倣
い
、
皇
典
講
究
所
本

に
い
た
っ
て
本
文
に
反
映
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
延
経
の
校
訂
が
妥
当
で

あ
る
。
⑥
は
一
二
二
字
に
も
わ
た
る
長
い
弥
書
で
あ
る
が
、
④
に
同
じ
く
、
一
条

家
本
・
土
御
門
本
・「
版
本
」
に
こ
の
重
複
は
共
通
し
、
九
条
家
本
の
み
が
妥
当
な

本
文
を
伝
え
る
。
雲
州
本
以
降
は
重
複
を
削
除
す
る
。

以
上
は
延
経
刊
本
が
校
訂
す
る
う
ち
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
が
、
一
連
の
改
訂
は
、

儀
式
帳
や
長
暦
二
年
官
符
（
内
宮
長
暦
送
官
符
）
等
を
参
照
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、

延
喜
式
の
他
本
を
見
て
い
る
形
跡
は
な
い
。
伊
勢
の
地
に
お
け
る
延
喜
式
は
こ
の
頃

に
は
失
わ
れ
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
延
佳
ら
の
披
見
は
容
易
で
な
い
状
況
に
置
か
れ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
こ
の
よ
う
な
校
訂
の
根
拠
に
つ
い
て
で
あ
る
。
結
果

的
に
妥
当
と
思
わ
れ
る
改
訂
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
校
合
を
経
て
い
る
わ
け

で
は
な
く
、
基
本
的
に
は
「
意
改
」
の
範
疇
に
入
る
。
ち
な
み
に
③
は
、
雲
州
本

考
異
が
儀
式
帳
を
参
照
し
て
延
経
刊
本
と
同
じ
指
摘
を
し
て
お
り
、
旧
輯
国
史
大
系

本
も
こ
れ
に
倣
う
。
と
こ
ろ
が
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
で
は
こ
の
指
摘
が
失
わ
れ
、

神
道
大
系
本
に
お
い
て
よ
う
や
く
本
文
が
訂
正
さ
れ
る
に
い
た
る
。
⑤
の
延
経
刊

本
の
指
摘
は
、
明
記
は
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
長
暦
送
官
符
の
こ
の
個
所
に
「
黒

四
」
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
拠
る
と
み
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
式
本
文
に
は
「
座

玉
十
八
枚
」
と
あ
る
が
、
諸
写
本
割
注
の
合
計
は
十
四
に
と
ど
ま
り
整
合
し
な
い
。

そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
延
経
は
、
長
暦
二
年
の
官
符
を
参
照
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

雲
州
本
考
異
に
は
、
こ
の
数
値
上
の
齟
齬
に
つ
い
て
指
摘
は
あ
る
も
の
の
「
恐
ら
く

は
誤
り
有
ら
ん
」
に
と
ど
め
て
お
り
、
旧
輯
国
史
大
系
本
頭
注
に
は
「
一
本
」
に

「
黒
四
」
を
補
う
と
の
指
摘
が
あ
る
。
同
様
に
古
典
全
集
本
で
も
頭
注
が
付
せ
ら
れ

て
お
り
、
伴
信
友
本
の
書
入
れ
と
し
て
「
黒
四
」
を
傍
記
す
る
。
本
文
（
分
注
）
に

「
黒
四
」
が
入
っ
た
の
は
皇
典
講
究
所
本
以
後
で
あ
っ
て
、
根
拠
と
し
て
長
暦
送
官

符
も
そ
こ
で
始
め
て
登
場
す
る
。
こ
の
個
所
は
延
経
の
指
摘
が
お
そ
ら
く
妥
当
で
あ

り
、
古
写
本
等
い
ず
れ
も
誤
脱
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
新
た
な
問
題
が
浮
上
す
る
。
そ
れ
は
「
版
本
」
も
含
め
て
写
本
に

明
確
な
根
拠
の
な
い
、
右
の
よ
う
な
校
訂
に
つ
い
て
で
あ
る
。
延
経
刊
本
の
校
異
注

は
概
し
て
適
切
と
判
断
で
き
る
が
、
そ
れ
ら
が
⑥
の
よ
う
に
、
延
経
の
披
見
が
か

な
わ
な
か
っ
た
写
本
に
よ
る
裏
付
け
が
で
き
る
場
合
は
問
題
な
い
と
し
て
も
、
九
条

家
本
や
一
条
家
本
の
記
載
を
も
、儀
式
帳
や
長
暦
の
官
符
に
よ
っ
て
改
め
て
よ
い
か
、

あ
る
い
は
意
改
や
意
補
を
ど
こ
ま
で
承
認
で
き
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
基
本
的
に
は
そ
の
箇
所
そ
の
個
所
の
記
載
に
即
し
て
判
断
を
す
る
こ

と
に
な
ろ
う
が
、
右
の
例
に
も
あ
る
よ
う
に
、
延
喜
式
に
は
数
量
や
物
品
名
の
記
載

が
多
い
。
実
際
に
そ
の
規
定
が
運
用
さ
れ
る
際
に
は
、
数
値
や
物
品
は
重
要
な
意
味

を
持
つ
が
、
書
写
に
あ
た
っ
て
は
誤
脱
を
生
じ
や
す
い
。
ま
た
、
右
の
⑥
は
か
な

り
目
立
つ
例
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
単
純
な
重
複
や
脱
落
も
書
写
の
際
に
は
当
然

起
こ
り
う
る
。

さ
ら
に
い
え
ば
、
③
や
⑤
の
場
合
な
ど
は
、
厳
密
に
い
え
ば
改
訂
に
躊
躇
せ
ざ

る
を
得
な
い
箇
所
で
あ
る
。
条
文
と
し
て
の
整
合
性
を
追
求
す
る
こ
と
と
、
本
文 
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「
復
元
」
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
延
喜
式
の
場
合
、
直
接
関
連

す
る
条
文
の
間
で
矛
盾
す
る
数
値
が
見
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
、
そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う

に
理
解
す
る
か
、
そ
う
簡
単
な
問
題
で
は
な
い
（
（1
（

。

こ
の
よ
う
な
点
に
留
意
し
、
次
に
集
英
社
本
か
ら
大
神
宮
式
本
文
の
校
訂
に
関
し

て
い
く
つ
か
摘
記
し
、
今
後
の
課
題
を
考
え
た
い
。

四
集
英
社
本
大
神
宮
式
の
校
異
を
め
ぐ
っ
て

大
神
宮
式
校
異
注
〔
集
英
社
本
二
二
〇
頁
〕
校
異
補
注
〔
同
七
二
六
～
七
二
八
頁
〕

の
な
か
か
ら
、
以
下
の
四
箇
所
を
取
り
上
げ
る
。

①

第
26
調
度
条
「
蟹
目
釘
一
百
八
隻
〈
長
各
一
寸
、
頭
径
一
分
半
〉
御
橋
玉

六
枚
」〔
同
二
一
八
頁
〕

土
御
門
本
は
「
一
百
」、
九
条
家
本
「
一
百
四
」、
一
条
家
本
「
一
百
四
」、「
版

本
」
も
「
一
百
四
」（
延
経
刊
本
も
同
じ
）。
と
こ
ろ
が
雲
州
本
で
は
「
一
百
四
」

を
残
し
つ
つ
も
、
考
異
に
お
い
て
「
九
十
」
あ
る
い
は
「
一
百
八
」
と
推
定

す
る
。
こ
れ
は
旧
輯
国
史
大
系
本
に
引
き
継
が
れ
、
頭
注
で
「
九
十
」
の
可

能
性
と
と
も
に
「
一
百
八
」
の
妥
当
性
に
言
及
す
る
。
皇
典
講
究
所
本
も
同

様
。
古
典
全
集
本
も
頭
注
に
て
「
一
百
八
」
が
妥
当
か
と
す
る
。
新
訂
増
補
国

史
大
系
本
は
一
百
四
を
残
し
て
校
異
を
付
し
て
い
な
い
。
神
道
大
系
本
は
本
文

「
一
百
四
」
と
す
る
が
、
校
注
に
お
い
て
「
九
十
」
に
言
及
す
る
。

こ
れ
に
対
し
て
集
英
社
本
校
異
補
注
は
「
上
文
の
『
玉
位
花
金
十
八
枚
』
の

『
穴
各
一
口
』
お
よ
び
『
玉
位
花
形
下
金
十
八
枚
』
の
『
穴
各
五
口
』
に
よ
っ

て
計
算
す
れ
ば
『
蟹
目
釘
一
百
八
隻
』
と
あ
る
べ
き
」
と
し
、
本
文
を
右
の
よ

う
に
改
め
て
い
る
。

②

同
条　
「
蟹
目
釘
廿
四
隻
〈
長
各
一
寸
、
頭
径
一
分
半
〉
花
形
固
釘
六
隻

〈
長
各
二
寸︿

御
橋
鋪
二
十
八
口
」〔
二
二
〇
頁
〕

校
異
注
に
お
い
て
「
花
形
…
二
寸
（
一
〇
字
）
底
及
ビ
諸
本
ア
リ
ト
雖
モ
、
恐

ラ
ク
衍
カ
」
と
す
る
。
こ
れ
は
雲
州
本
以
降
、
衍
字
と
さ
れ
て
い
る
箇
所
で
、

活
字
本
の
す
べ
て
に
お
い
て
共
通
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
九
条

家
本
・
一
条
家
本
・
土
御
門
本
の
す
べ
て
に
こ
れ
が
見
ら
れ
る
。

③

第
27
神
宝
条
「
玉
纏
横
刀
一
柄
…
金
鮒
形
二
隻
〈
長
各
六
寸
、
広
二
寸
五

分
〉」〔
二
二
四
頁
〕

こ
の
箇
所
は
長
文
の
校
異
補
注
が
記
さ
れ
る
。
要
点
を
紹
介
す
る
と
、
諸
本

「
一
」
で
あ
る
が
「
こ
の
金
鮒
形
の
原
形
と
思
わ
れ
る
六
世
紀
古
墳
出
土
の
金

銅
製
双
魚
佩
が
、
す
べ
て
二
体
一
組
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
重
視
す
べ
き
」
で

あ
り
、
長
暦
送
官
符
に
も
「
二
隻
」
と
す
る
か
ら
「
二
」
を
妥
当
と
す
る
。

た
し
か
に
九
条
家
本
・
一
条
家
本
・
土
御
門
本
・「
版
本
」
は
す
べ
て
「
一
」

で
あ
る
が
、
延
経
刊
本
は
こ
の
箇
所
を
「
二
」
と
傍
記
し
そ
の
旨
を
注
記
す

る
（
（1
（

。

④

同
条　
「
雑
作
横
刀
廿
柄
」〔
二
二
四
頁
〕

校
異
注
に
お
い
て
底
本
「
新
」
と
あ
る
が
、
九
条
家
本
・
一
条
家
本
と
も
に

「
新
」、「
版
本
」
も
「
新
」
で
あ
る
。
延
経
刊
本
に
は
「
儀
式
帳
、
新
を
雑
に

作
る
、
未
だ
孰
れ
の
是
な
る
か
を
知
ら
ず
」
と
あ
り
、
雲
州
本
考
異
は
儀
式
帳

を
挙
げ
る
と
と
も
に
、
分
注
に
鞘
を
つ
つ
む
の
に
緋
の
帛
と
倭
文
の
二
つ
が
示

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
「
雑
」
で
あ
る
と
解
釈
す
る
。
活
字
本
も
儀
式
帳

を
根
拠
に
雑
と
す
る
場
合
が
多
い
が
、
古
典
全
集
本
は
本
文
「
新
」
と
し
て
雲

州
本
を
傍
記
す
る
。

以
上
、
わ
ず
か
な
例
示
に
過
ぎ
な
い
が
、
①
と
③
は
数
値
の
問
題
、
②
は
諸
本

に
共
通
す
る
衍
字
、
④
は
「
雑
」と「
新
」
と
い
う
紛
れ
や
す
い
文
字
が
取
り
上
げ

ら
れ
る
。
そ
し
て
注
意
す
べ
き
は
、
①
か
ら
④
の
す
べ
て
に
お
い
て
、
諸
写
本
と

は
異
な
る
修
正
・
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
④
の
場
合
は
取
り
あ
え

ず
儀
式
帳
の
記
載
を
参
考
に
で
き
る
が
（
（1
（

、
そ
れ
で
も
延
喜
式
諸
本
す
べ
て
「
新
」
で

あ
る
点
は
気
が
か
り
で
あ
る
。
①
の
「
一
百
八
」
の
根
拠
は
文
脈
か
ら
の
合
理
的
推
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理
で
あ
っ
て
、
③
も
考
古
遺
物
（
実
例
）
を
主
た
る
根
拠
と
す
る
（
（1
（

。
②
も
伝
写
本

の
記
載
を
越
え
て
妥
当
な
本
文
が
追
及
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
例
か
ら
す
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
延
喜
式
校
訂
は
、
い
か
な
る

方
向
性
の
も
と
に
な
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

む
す
び

右
に
検
討
を
試
み
た
の
は
、
延
喜
神
祇
式
の
ほ
ん
の
一
部
分
に
す
ぎ
な
い
。
と
は

い
え
、
そ
の
校
訂
に
あ
た
っ
て
は
、
諸
本
の
校
合
と
並
行
し
て
、
意
改
を
も
導
き
出

す
「
正
文
」
認
識
と
い
う
、
主
観
性
に
左
右
さ
れ
る
要
素
が
あ
る
点
に
留
意
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
校
異
に
関
し
て
も
、
そ
も
そ
も
本
文
校
訂
の
際
の
底
本
選
択
に

よ
っ
て
、
当
然
な
が
ら
校
異
注
記
は
変
動
す
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
写
本
と
い
う
所

与
の
条
件
へ
の
認
識
、
あ
る
い
は
校
訂
と
い
う
作
業
へ
の
基
本
姿
勢
が
問
わ
れ
る
こ

と
に
な
ろ
う
（
（2
（

。

延
喜
式
の
場
合
、
校
訂
の
底
本
を
ど
の
写
本
・
版
本
に
決
め
た
と
し
て
も
、
現
時

点
で
は
九
条
家
本
・
一
条
家
本
な
ど
の
古
写
本
が
優
位
を
占
め
る
。
そ
し
て
、
右
に

取
り
上
げ
た
よ
う
な
細
か
な
異
同
は
多
々
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
そ
の
振
幅
は
そ
れ

ほ
ど
大
き
い
と
は
言
い
難
い
。
そ
の
な
か
で
、
諸
本
の
校
合
と
い
う
本
文
校
訂
作

業
を
、
テ
キ
ス
ト
作
成
の
た
め
の
一
手
続
き
と
の
み
見
な
し
て
し
ま
う
と
、
延
喜
式

が
有
す
る
書
物
と
し
て
の
特
性
を
、
看
過
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。
実
際
に
、
解

釈
を
前
提
に
本
文
を
検
討
し
て
い
く
と
、
数
量
記
載
の
煩
瑣
さ
に
辟
易
す
る
と
同
時

に
、
か
か
る
記
載
へ
の
疑
問
を
抱
く
場
合
も
生
じ
る
。
そ
れ
は
、
か
つ
て
喜
田
貞
吉

が
指
摘
し
た
よ
う
な
、
延
喜
式
条
文
の
「
杜
撰
」
と
い
う
以
上
に
（
（2
（

、
法
制
文
献
の
歴

史
的
性
格
を
ど
う
捉
え
る
か
の
問
題
に
行
き
着
く
。
必
ず
し
も
実
際
に
動
い
た
数
字

で
は
な
く
「
規
定
の
上
で
の
数
字
」「
一
種
の
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
（
（2
（

」
と
い
う
延
喜
式
の

性
格
に
即
し
て
、
校
訂
の
「
限
界
」
も
考
え
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

む
ろ
ん
、
よ
り
良
い
テ
キ
ス
ト
の
構
築
は
重
要
な
目
的
で
あ
る
が
、
そ
の
作
業
の

進
行
と
と
も
に
、
延
喜
式
な
る
書
物
の
多
様
な
側
面
を
考
究
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
よ
う
。
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（
1
）
小
倉
慈
司
「『
延
喜
式
』
写
本
系
統
の
基
礎
的
研
究
」
新
川
登
亀
男
編
『
日
本
古
代
史
の

方
法
と
意
義
』
所
収
、
二
〇
一
八
年
、
勉
誠
出
版
。
同
「『
延
喜
式
』
土
御
門
本
と
近
衛
本

の
検
討
」
佐
藤
信
編
『
史
料
・
史
跡
と
古
代
社
会
』
所
収
、
二
〇
一
八
年
、
吉
川
弘
文
館
。

ま
た
同
「
古
代
文
献
史
料
本
文
研
究
の
課
題
―『
延
喜
式
』
を
中
心
に
―
」『
九
州
史
学
』

一
八
一
、
二
〇
一
八
年
、
も
関
連
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
な
お
同
氏
の
延
喜
式
解
説
二
編
に

よ
っ
て
、
研
究
の
現
況
が
示
さ
れ
て
い
る
〔
佐
藤
信
・
小
口
雅
史
編
『
古
代
史
料
を
読
む
』
上

下
、
所
収
、
二
〇
一
八
年
、
同
成
社
〕。

（
2
）　

田
島
公
「
土
御
門
本
『
延
喜
式
』
覚
書
」
門
脇
禎
二
編
『
日
本
古
代
国
家
の
展
開
』
下
、

一
九
九
五
年
、
思
文
閣
出
版
。
同
「『
延
喜
式
』
諸
写
本
の
伝
来
と
書
写
に
関
す
る
覚
書
」
同

編
『
禁
裏
・
公
家
文
庫
研
究
』
五
、
二
〇
一
五
年
、
思
文
閣
出
版
。

（
3
）　

早
川
万
年
「
延
喜
式
の
版
本
に
つ
い
て
」『
延
喜
式
研
究
』
創
刊
号
、
一
九
八
八
年
。
な
お

「
版
本
」
の
刊
行
年
と
改
修
等
に
つ
い
て
は
再
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

（
4
）　

虎
尾
俊
哉
「
延
喜
式
写
本
に
つ
い
て
の
覚
書
」『
延
喜
式
研
究
』
一
四
、
一
九
九
八
年
。

（
5
）　

早
川
万
年
「
延
喜
式
」『
歴
史
と
地
理
』
五
四
五
、
二
〇
〇
一
年
、
に
「
近
世
の
版
本
」
と

し
て
巻
三
と
巻
九
の
一
部
の
写
真
を
掲
載
。

（
6
）　

虎
尾
俊
哉
「
延
喜
式
雑
観
」『
延
喜
式
研
究
』
創
刊
号
、
一
九
八
八
年
、
に
は
、
政
事
要
略

引
用
の
延
喜
式
文
を
校
訂
に
用
い
た
場
合
の
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
大
神
宮
式
に
お
い
て
は
、

延
暦
の
儀
式
帳
が
や
は
り
対
比
的
に
位
置
付
け
ら
れ
よ
う
。

（
7
）　

虎
尾
俊
哉
「
儀
式
帳
の
撰
進
と
弘
仁
式
」
同
『
古
代
典
籍
文
書
論
考
』
所
収
、
一
九
八
二

年
、
初
出
一
九
五
二
年
。

（
8
）　

早
川
万
年
「
神
宮
幣
帛
使
と
中
臣
氏
」
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
編
『
大
中
臣
祭
主
藤

波
家
の
研
究
』
所
収
、
二
〇
〇
〇
年
、
続
群
書
類
従
完
成
会
。

（
9
）　

以
下
、
と
く
に
断
ら
な
い
限
り
延
喜
式
の
引
用
は
条
文
番
号
も
含
め
て
、
虎
尾
俊
哉
編
『
訳

注
日
本
史
料
延
喜
式
』
上
中
下
巻
、
二
〇
〇
〇
～
二
〇
一
七
年
、
集
英
社
、
に
よ
る
（
以
下
、

集
英
社
本
と
す
る
）。
ま
た
、
本
稿
で
触
れ
る
延
喜
式
の
諸
本
に
つ
い
て
は
略
称
を
用
い
た
。

そ
れ
に
つ
い
て
は
集
英
社
本
の
解
説
、
お
よ
び
小
倉
慈
司
氏
前
掲
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
10
）　

引
用
は
、
神
道
大
系
論
説
編
『
伊
勢
神
道
』（
上
）
所
収
、
一
九
九
三
年
、
に
よ
り
、
頁
数

を
示
し
た
。
な
お
、
後
掲
の
皇
字
沙
汰
文
、
類
聚
神
祇
本
源
も
同
書
か
ら
引
用
し
た
。
皇
字
沙

汰
文
や
類
聚
神
祇
本
源
に
限
ら
ず
、
後
掲
の
小
野
宮
年
中
行
事
以
下
の
引
用
に
つ
い
て
も
、
そ

の
本
文
校
訂
が
問
題
と
な
る
が
、
と
り
あ
え
ず
注
記
し
た
各
活
字
本
に
よ
っ
て
表
示
す
る
。

（
11
）　

こ
の
条
文
の
成
立
に
関
し
て
は
、
佐
藤
真
人
「
平
安
時
代
宮
廷
の
神
仏
隔
離
」
二
十
二
社
研

註
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付
記　

本
稿
を
草
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
人
間
文
化
研
究
機
構
基
幹
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
古
代

の
百
科
全
書
『
延
喜
式
』
の
多
分
野
協
働
研
究
」（
小
倉
慈
司
氏
代
表
）
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ

た
、
延
喜
式
写
本
版
本
の
紙
焼
写
真
等
に
多
く
を
依
拠
し
た
。
ま
た
本
稿
はJSPS

科
研
費

16H
03485

に
よ
る
成
果
の
一
部
で
も
あ
る
。
な
お
、
度
会
延
経
「
首
書
延
喜
太
神
宮
式
」
の

閲
覧
に
関
し
て
は
、
皇
學
館
大
學
荊
木
美
行
氏
の
ご
高
配
を
得
た
。
併
せ
て
感
謝
す
る
次
第
で

あ
る
。　

究
会
編
『
平
安
時
代
の
神
社
と
祭
祀
』
所
収
、
一
九
八
六
年
、
続
群
書
類
従
完
成
会
。
三
橋

正
『
日
本
古
代
神
祇
制
度
の
形
成
と
展
開
』
二
九
三
頁
以
降
、
二
〇
一
〇
年
、
法
蔵
館
、
初
出

一
九
八
九
年
。
黒
須
利
夫
「
前
後
神
祇
式
に
つ
い
て
」『
延
喜
式
研
究
』
五
、
一
九
九
一
年
。

齋
藤
融
「『
前
後
神
祇
式
』
小
考
」『
法
政
史
学
』
六
一
、
二
〇
〇
四
年
、
参
照

（
12
）　

も
っ
と
も
、
延
喜
式
文
と
の
相
違
点
と
し
て
「
新
嘗
」
の
文
言
の
有
無
は
問
題
と
し
て
残

る
。

（
13
）　

早
川
万
年
「
皇
字
沙
汰
文
所
引
の
貞
観
式
に
つ
い
て
」
虎
尾
俊
哉
編
『
弘
仁
式
貞
観
式
逸
文

集
成
』
所
収
、
一
九
九
二
年
、
国
書
刊
行
会
、
参
照
。

（
14
）　
「
豊
受
太
神
宮
祠
官
賞
爵
沙
汰
文
」
は
、
承
応
三
年
か
ら
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
に
わ
た

る
、
豊
受
太
神
宮
神
職
の
叙
位
問
題
に
関
す
る
書
状
を
集
め
た
も
の
で
あ
り
、
神
道
大
系
論
説

編
『
伊
勢
神
道
』（
下
）、
一
九
八
二
年
、
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
江
見
清
風
「
出
口

延
佳
神
主
の
事
跡
と
学
説
」
同
著
『
神
道
説
苑
』
所
収
、
一
九
四
二
年
、
明
治
書
院
、
初
出

一
九
一
二
・
三
年
、
宮
崎
典
也
「
出
口
延
佳
神
主
伝
」『
講
古
会
報
』
三
、
一
九
三
九
年
、
西

川
順
土
「
出
口
延
佳
の
同
体
異
名
の
神
観
」
同
著
『
記
紀
・
神
道
論
攷
』
所
収
、
二
〇
〇
九
年
、

皇
學
館
大
学
出
版
部
、
初
出
一
九
八
六
年
。
青
木
紀
元
「
延
佳
神
主
の
古
事
記
校
正
」『
神
道

大
系
月
報
』
二
七
、
一
九
八
二
年
、
参
照
。

（
15
）　

た
だ
し
、
な
ぜ
「
六
位
」
表
記
と
さ
れ
た
伝
本
が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
点
は
別
途
検
討
が
必

要
に
な
る
。

（
16
）　

早
川
万
年
「
延
喜
式
は
『
玉
石
混
淆
』
か
」『
神
道
大
系
月
報
』
一
一
七
、
一
九
九
三
年
。

（
17
）　

集
英
社
本
校
異
補
注
に
は
「
雙
」
案
も
提
示
さ
れ
る
。
す
る
と
「
一
雙
」
で
実
際
に
は
二
つ

と
い
う
こ
と
に
な
り
魅
力
的
な
案
で
は
あ
る
が
、
本
条
文
に
「
隻
」
が
何
例
も
見
ら
れ
る
な
か

で
、
こ
の
場
合
の
み
「
雙
」
と
す
る
の
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

（
18
）　

佐
野
真
人
「『
皇
大
神
宮
儀
式
帳
』
校
訂
試
案
」『
皇
學
館
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀

要
』
二
、
二
〇
一
六
年
、
参
照
。

（
19
）　

白
石
太
一
郎
「
玉
纏
太
刀
考
」
同
『
古
墳
と
古
墳
時
代
の
文
化
』
所
収
、
二
〇
一
一
年
、
初

出
一
九
九
三
年
、
塙
書
房
。

（
20
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
田
中
卓
「
古
典
校
訂
に
関
す
る
再
検
討
と
新
提
案
」
続
・
田
中
卓

著
作
集
三
『
考
古
学
・
上
代
史
料
の
再
検
討
』
所
収
、
二
〇
一
二
年
、
国
書
刊
行
会
、
初
出

一
九
九
七
年
、
参
照
。
な
お
、
小
倉
慈
司
「
古
代
文
献
史
料
本
文
研
究
の
課
題
」（
前
掲
）
は
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
一
つ
の
明
確
な
方
向
性
を
提
示
し
て
い
る
。
た
だ
、
本
文
校
訂
の
あ
り

方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
典
籍
の
性
格
、
お
よ
び
写
本
等
の
伝
来
状
況
に
よ
っ
て
変
動
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
一
面
が
あ
る
。
例
え
ば
万
葉
集
の
場
合
、
近
年
の
小
川
靖
彦
編
『
萬
葉
写
本
学
入

門
』
二
〇
一
六
年
、
笠
間
書
院
、
源
氏
物
語
の
場
合
の
加
藤
昌
嘉
『
揺
れ
動
く
「
源
氏
物
語
」』

二
〇
一
一
年
、
勉
誠
出
版
、
な
ど
参
照
。

（
21
）　

喜
田
貞
吉
「
延
喜
式
の
杜
撰
」『
歴
史
地
理
』
三
三
―
三
、
一
九
一
九
年
。

（
22
）　

虎
尾
俊
哉
「
延
喜
式
雑
観
」（
前
掲
）。

40

（
岐
阜
大
学
教
育
学
部
、　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

（
二
〇
一
八
年
九
月
一
八
日
受
付
、
二
〇
一
九
年
二
月
六
日
審
査
終
了
）


